
1
月
例
会

日

時

令
和
五
年
一
月
十
八
日
（
水
）

テ
ー
マ

終
わ
り
な
き
戦
争
紛
争
の
１
０
０
年
史-

大
戦
・冷
戦
・テ
ロ
の
真
相

講

師

横
浜
市
立
大
学

国
際
教
養
学
部

講
師

六
辻

彰
二

氏

六
辻

彰
二

氏

2023. 1. 18■ 略 歴
横浜市立大学文理学部卒業。博士（国際関係）。国際政治、アフリカ研究を
中心に、学問領域横断的な研究を展開。横浜市立大学、明治学院大学、拓
殖大学などで教鞭をとる。
著書に『イスラム 敵の論理 味方の理由』（さくら舎）、『対立からわかる！ 最
新世界情勢』（成美堂出版）、『世界の独裁者――現代最凶の20人』（幻冬
舎新書）、『日本の「水」が危ない』（ベスト新書）他、他に論文多数。「Yahoo! 
ニュース個人」オーサー、「ニューズウィーク日本版」コラムニスト。

イスラム 敵の論理 味方の理由 - これからどうなる73の問題,
さくら舎 (2015/12/2)

終わりなき戦争紛争の１００年史 - 大戦・冷戦・テロの
真相,さくら舎; 初版 (2022/10/6)



２
月
例
会

日

時

令
和
五
年
二
月
二
十
四
日
（
金
）

テ
ー
マ

デ
ー
タ
分
析
で
読
み
解
く
日
本
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・ガ
バ
ナ
ン
ス
史

講

師

南
山
大
学

経
済
学
部

教
授

川
本

真
哉

氏

川
本

真
哉

氏

2023. 2. 24
■ 略 歴

京都大学大学院経済学研究科博士後期課程単位取得退学。早稲田
大学高等研究所助教, 新潟産業大学経済学部専任講師, 福井県立
大学経済学部准教授, 南山大学経済学部准教授を経て, 現職。京都
大学博士（経済学）。専攻はコーポレート・ガバナンス論，数量経済史。

日本のマネジメント・バイアウト: 機能と成果の実証分析,
有斐閣 (2022/1/17)

データ分析で読み解く日本のコーポレート・ガバナンス
史,中央経済グループパブリッシング (2022/9/26)



３
月
例
会

日

時

令
和
五
年
三
月
十
日
（金
）

テ
ー
マ

ビ
ヨ
ン
ド
５
Ｇ
の
展
望-

未
来
よ
り
今
の
話
を
し
よ
う

講

師

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院

大
学
院
経
営
管
理
研
究
科

教
授

長
内

厚

氏

長
内

厚

氏

2023. 3. 10■略 歴
1997年、京都大学経済学部経済学科卒業後、ソニー株式会社入社。2004

年京都大学大学院経済学研究科ビジネス科学専攻博士後期課程編入学。
2007年に博士（経済学）取得後、同年、神戸大学経済経営研究所准教授着
任。2011年、早稲田大学商学学術院准教授。2016年より現職。
早稲田大学IT戦略研究所研究員、早稲田大学台湾研究所研究員兼任。
2016～2017年にハーバード大学the Graduate School of Arts and 

Sciences客員研究員、2017～2018年に台湾東海大学国際学院訪問教授、
京都大学経営管理大学院私学研修員、2016年～現在、九州大学大学院経
済学府客員教授、ビジネスブレークスルー大学大学院客員教授などを歴任。

「未来より今の話をしようビヨンド5Gの展望」日本経済新聞
経済教室（2022年12月6日）

ビジネスケース『ハウス食品～カレー業界トップを維持
する技術と戦略』,東洋経済新報社 (2014/4/21)



４
月
例
会

日

時

令
和
五
年
四
月
十
八
日
（火
）

テ
ー
マ

メ
タ
バ
ー
ス
と
経
済
の
未
来

講

師

駒
澤
大
学

経
済
学
部

准
教
授

井
上

智
洋

氏

井
上

智
洋

氏

2023. 4. 18■略 歴
2011年に早稲田大学経済学研究所で博士(経済学)を取得。
早稲田大学政治経済学部助教、駒澤大学経済学部講師を経て、2015年4

月から現職。専門はマクロ経済学。特に、経済成長理論、貨幣経済理論に
ついて研究。著書に『純粋機械化経済 頭脳資本主義と日本の没落』『ヘリコ
プターマネー』(ともに日本経済新聞社)、『「現金給付」の経済学』(NHK出版
新書)、『人工知能と経済の未来』(文春新書)、『AI時代の新ベーシックインカ
ム論』(光文社新書)、『MMT 現代貨幣理論とは何か』(講談社メチエ)など。

メタバースと経済の未来, 文藝春秋 (2022/12/16) 「現金給付」の経済学 反緊縮で日本はよみがえる, 

NHK出版 (2021/5/11)



５
月
例
会

日

時

令
和
五
年
五
月
十
七
日
（水
）

テ
ー
マ

経
済
力
こ
そ
国
防
の
基
礎

講

師

早
稲
田
大
学

政
治
経
済
学
術
院

教
授

鎮
目

雅
人

氏

鎮
目

雅
人

氏

2023. 5. 17
■略 歴
1985年、慶應義塾大学経済学部卒業、日本銀行入行。2006~2008年、神戸
大学経済経営研究所教授、日本銀行金融研究所勤務などを経て2014年より

現職。博士（経済学：神戸大学）。専門は、日本経済史、金融史、貨幣史等。
著書に『世界恐慌と経済政策』(日本経済新聞出版社、2009)、『信用貨幣の
生成と展開』(慶應義塾大学出版会、2020)など。

信用貨幣の生成と展開:近世~現代の歴史実証, 

慶應義塾大学出版会 (2020/8/22)

「経済力こそ国防の基礎」日本経済新聞経済教室
（2023年2月7日）



６
月
例
会

日

時

令
和
五
年
六
月
十
四
日
（水
）

テ
ー
マ

超
デ
ジ
タ
ル
世
界-

こ
の
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
は
成
功
す
る
の
か
？

講

師

東
京
大
学

大
学
院
情
報
学
環
・学
際
情
報
学
府

名
誉
教
授

西
垣

通

氏

西
垣

通

氏

2023. 6. 14■略 歴
東京大学工学部計数工学科卒。工学博士（東京大学）。日立製作所でコン
ピュータ研究開発に従事したのち、明治大学教授、東京大学社会科学研究
所教授、東京大学大学院情報学環教授、東京経済大学コミュニケーション
学部教授を歴任。専攻は情報学、メディア論。著書として、『ＡＩ原論』（講談
社選書メチエ）、『ビッグデータと人工知能』（中公新書）、『ネット社会の「正
義」とは何か』（角川選書）、『ウェブ社会をどう生きるか』（岩波新書）、『基礎
情報学（正・続）』（ＮＴＴ出版）ほか多数。

新基礎情報学,ＮＴＴ出版 (2021/6/21)超デジタル世界 DX, メタバースのゆくえ,岩波書店
(2023/1/20)



７
月
例
会

日

時

令
和
五
年
七
月
七
日
（金
）

テ
ー
マ

露
・ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
と
露
・中
関
係
、
露
・中
央
ア
ジ
ア
関
係

講

師

中
央
ア
ジ
ア
・コ
ー
カ
サ
ス
研
究
所

所
長

田
中

哲
二

氏

田
中

哲
二

氏

2023. 7. 7■略 歴
東京外国語大学中国語学科卒。1967年日本銀行入行、約30年間勤務。

1993年日銀参事・考査役からIMF・日銀の派遣でキルギス中央銀行最高顧

問、同大統領経済顧問およびカザフスタン経済・予算大臣顧問を務める。帰
国後、東芝・常勤顧問、三井化学社外取締役の傍ら、国連大学学長上級顧
問。現在、一般社団法人中国研究所会長、NPO法人中央アジア・コーカサス
研究所所長、国士舘大学大学院客員教授など多彩な活動を続ける。
専攻は日本金融論、国際金融論、開発経済論。著書に『お金の履歴書』、
『キルギス大統領顧問日記』などがある。

お金の履歴書 (ミニ博物館) , 東洋経済新報社
(1984/10/1)

キルギス大統領顧問日記, 中央公論新社
(2001/1/1)



８
月
例
会

日

時

令
和
五
年
八
月
九
日
（水
）

テ
ー
マ

目
覚
め
た
大
国
イ
ン
ド
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

‐

最
先
端
Ａ
Ｉ
技
術
開
発
に
お
け
る
イ
ン
ド
と
の
産
学
連
携

講

師

Ａ
Ｗ
Ｌ
株
式
会
社
取
締
役
Ｃ
Ｔ
Ｏ

土
田

安
紘

氏

土
田

安
紘

氏

2023. 8. 9■略 歴
北海道大学大学院修士課程修了。2001年4月に松下電器産業株式
会社（現パナソニック（株））に入社し、NTTドコモ向け携帯電話のミドル
ウェア開発に従事の後、本社R&D部門にて幾つもの新規事業開発プ

ロジェクトを牽引。その後、米国シリコンバレーでの社内起業プロジェク
トリーダに抜擢され、2012年から2016年まで米国・日本市場向けのモ
バイルO2Oサービス事業の立ち上げを主導。
AI新時代の到来、AI活用ビジネスの最前線で業界リーダーとして

“ふるさと北海道”からグローバル市場を切りひらくための挑戦の場と
して魅力を感じ、参画。全社技術戦略、知財戦略を統括。2019年9月
に取締役就任。

ＡＷＬ― 店舗向けＡＩ、海外が注目、１人の募集に８００件
殺到も 2020/05/21 日本経済新聞 地方経済面

北大発アウル、インド工科大に新拠点 ＡＩ研究で連携拡大
2022/08/17 日本経済新聞 地方経済面

目覚めた大国、インドの実像（２）荒野に２００万人都市
2023/04/05 日本経済新聞 朝刊



９
月
例
会

日

時 

令
和
五
年
九
月
十
三
日
（
水
）

テ
ー
マ 
気
候
安
全
保
障
の
論
理‐

気
候
変
動
の
地
政
学
リ
ス
ク

講

師

京
都
大
学 

大
学
院
総
合
生
存
学
館

准
教
授

関
山 
健 

氏

関
山 

健 

氏

2023. 9. 13■ 略 歴
財務省で予算編成やWHO関係条約交渉、外務省でアジア向けODA立案

や経済連携協定の交渉などの政策実務を経験した後、日本、米国、中国の
各大学院で学び、東京財団、笹川平和財団、明治大学、東洋大学などでの
研究教育を経て、2019年4月より現職。
専門は国際政治経済学、国際環境政治学。
東京大学博士、北京大学博士、ハーバード大学修士、香港大学修士。

気候安全保障を考える①～⑩, 日本経済新聞
やさしい経済学欄  (2021/10/13~10/26)

気候安全保障の論理 気候変動の地政学リスク, 
日経BP 日本経済新聞出版 (2023/5/18)



10 

月
例
会

日

時 

令
和
五
年
十
月
四
日
（
水
）

テ
ー
マ 
「グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
」概
念
の
登
場
：そ
の
背
景
と
課
題

講

師

神
奈
川
大
学
大
学
院

法
学
研
究
科

教
授

大
庭 
三
枝 

氏

大
庭 

三
枝 

氏

2023. 10. 4
■ 略 歴
1991年、国際基督教大学教養学部卒業。1998年、東京大学大学院総合

文化研究科博士課程修了。博士（学術）。日本学術振興会特別研究員、東

京大学大学院総合文化研究科助手、東京理科大学准教授、東京理科大

学教授等を経て2020年より現職。専門は、国際関係論。特にアジア・太平

洋の地域主義を中心とする国際関係学研究。著書に『アジア太平洋地域形

成への道程―境界国家日豪のアイデンティティ模索と地域主義』(ミネル

ヴァ書房、2004年、大平正芳記念賞・NIRA大来政策研究賞受賞)など。   
２０１５年中曽根康弘奨励賞受賞。

重層的地域としてのアジア--対立と共存
の構図, 有斐閣 (2014/11/21)

東アジアのかたち―秩序形成と統合
をめぐる日米中ASEANの交差、千倉
書房 (2016/8/25)

アジア太平洋地域形成への道程 - 境界
国家日豪のアイデンティティ模索と地域
主義、ミネルヴァ書房 (2004/8/1)



十
一
月
例
会

国
際
問
題
分
科
会
３
０
０
回
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日

時 
令
和
五
年
十
一
月
十
七
日
（
金
）

テ
ー
マ 
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
日
印
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

 -
日
本
の
も
の
づ
く
り
力
と
イ
ン
ド
の
デ
ジ
タ
ル
変
革
の
融
合

講

師

日
印
産
学
官
、
国
際
機
関
代
表

2023. 11. 17Charla Griffy-Brown
Editor-in-Chief, Technology in 
Society
Senior Associate Dean, Pepperdine 
University

Chihiro Watanabe
Chair of the International Committee of the 
Japan Society for Research Policy and 
Innovation Management
Director of the Forum of X-Center Japan 
(FoXc-J), Professor Emeritus of Tokyo Institute 
of Technology

Yuko Yasunaga
Deputy to the Director General and 
Managing Director, Directorate of 
Corporate Services 
and Operations, UNIDO (United Nations 
Industrial Development Organization)

Yuko Harayama
Former President of the Japan Society for 
Research Policy & Innovation Management
Former Standing Member of the Council for 
Science, Technology & Innovation; Professor 
Emeritus of Tohoku University

Vinnie Jauhari
Learning and Skills Lead, Microsoft 
Corporation India Ltd.
Advisor of the Forum of X-Center 
Japan (FoXc-J)

Kazuyuki Motohashi
Professor, Research Center for 
Advanced Science and Technology, 
The University of Tokyo

Takashi Hattori
Deputy Representative, Taipei 
Office, Japan-Taiwan Exchange 
Association

Sudeep S. Dalvi
Senior Vice President & Director -
Technical & Purchase, Chief 
Communication Officer
Toyota Kirloskar Motor Pvt. Ltd. India

Amlan Chakrabarti
Professor, A.K. Choudhury School of 
Information Technology
University of Calcutta, India

Prateek Sharma
Acting Vice Chancellor
TERI School of Advanced Studies

Akhoury Sudhir Kumar 
Sinha
Director
Rajiv Gandhi Institute of Petroleum 
Technology

Atsuhiro Tanaka
Head of NEC Labs. India, NEC Corp. 
India Pvt. Ltd.

イベントのプログラム等、詳細については下記をご参照ください。

https://foxc-j.com/001.html 



12 

月
例
会

日

時 

令
和
五
年
十
二
月
十
三
日
（
水
）

テ
ー
マ 
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ: 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
以
後
の
最
重
要
生
存
戦
略

講

師

シ
ェ
ア
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
代
表

水
上

武
彦

氏

水
上 

武
彦 

氏

2023. 12. 13■ 略 歴
東京工業大学・大学院、ハーバード大学ケネディースクール修了。

運輸省(現国土交通省)で、日米航空交渉、航空規制緩和などの主要航空政

策を担当した後、アーサー・D・リトルで、製造業のイノベーション戦略等を推進。

2009年以降は、クレアン、PwCおよび現職にて、サステナビリティ・コンサル

ティングに従事。社会価値と企業価値を両立するCSVを軸に、サステナビリ

ティ経営全般について、幅広い経験・知見を有する。

著書に、『サステナビリティ -SDGs以後の最重要生存戦略』『CSV経営 -社会

的課題の解決と事業を両立する』(共著、NTT出版、2013年) 等。ブログ「水

上武彦のサステナビリティ経営論」ほか、サステナビリティに関する論考多数

ブログ「水上武彦のサステナビリティ経営論」サステナビリティ: SDGs以後の最重要生存戦略、
東京書籍 (2023/6/30)
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